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TEAM JLOC
88 号車　マネパ     ランボルギーニ　 織戸 学／青木 孝行
87号車　ラ・セーヌ ランボルギーニ 吉本 大樹／山内 英輝
86号車　クリスタルクロコ ランボルギーニ  山西 康司／細川 慎弥

公式予選
日付：2013年 8月 17日 ( 土 )
天候：晴れ
予選結果：88号車 21 位、87号車 23 位、86号車 9 位
観客動員数 : 26,500 人

86号車がQ1突破の9位、88・87号車はトラブルなどで予選後方に

スーパーGT第五戦鈴鹿サーキット、伝統のレースは 1000km・6時間と過酷な戦い
となります。今年も猛暑が続く中でのレースウィークとなり、ドライバーはもちろん
の事、マシンにも厳しい状況下での組み立てが重要です。

午前中のフリー走行から気温 30度・路面温度 45度を超えるコンディション、3台と
も比較的順調に周回をこなし午後の予選に期待を持たせました。午後の予選は路面温
度も 50度超とハードな状況、88号車はバランスの変化に苦しみ 21位、87号車はト
ラブルにより 23位、86号車は 9位という結果となりました。

88号車 エンジニア牧野成伸 コメント
Q1アタックを青木選手で、午前の公式練習でも好タイムで記録しバランスの良かった
ソフトタイヤを選択してスタート。タイミングも合わせてアタックしましたが、車の
バランスと路面のバランスがかみあわず 21位に終わりました。路面温度が上昇による
原因か、他のカテゴリー走行による路面の変化か？今後、幅の広い車のバランスにな
る様にセッティングしていきたいです。

88号車 織戸学 コメント
テストではタイムは 3番手、予選は期待していましたが、路面コンディションの変化
からか？Q１で思うようなタイムが出ずに敗退してしまう。マシンにも大きく変更は
無かっただけに悔やまれる予選になってしまった。気を取り直し決勝のセットアップ・
作戦を考えます。

88号車 青木孝行 コメント
狐につままれたような予選アタックでした。スピードが無かった原因はいまだ解せな
いです。解決はできているので決勝は気持ちよく走る事が出来ると思いますが、残念
な予選結果となりました。



87号車 エンジニア市川吉正 コメント
Q1担当は吉本選手、コースはドライでした。開始直前にシフト系の不具合が発生。パー
ツ交換を余儀なくされ予選時間内ぎりぎりでコースイン。順調に走行し区間タイムも
良くトライしていましたが、電気系のトラブルでエンジンストップ。タイムアタック
出来ないまま予選が終わってしまい、23位とQ2への進出が無くなりました。

87号車 吉本大樹 コメント
午前のフリー走行の走り始めからマシンバランスが向上していたので、前戦に引き続
いての予選ノーアタックは言葉にならない程に非常に残念でした。

87号車 山内英輝 コメント
プラクティスからトラブルがあり、予選ギリギリで修復が間に合ったのですが、予選
もマシントラブルによりアタックが出来ませんでした。

86号車 エンジニア平井成治 コメント
午前中の練習走行ではバランスは悪くなかったのですが、何故かタイムを出す事が出
来ず、Q1突破に不安を持ったまま予選に挑むことになりました。Q1では、セッティ
ングの変更が功を奏し無事７番手で通過。Q2も悪くはなかったのですが、最終的に９
番手となりました。

86号車 山西康司 コメント
合同テストに参加していなかった影響で出だしが難しかったのですが、無事Q1を通
過して、Q2もまずまずのシングルポジション。トップタイムからは離れましたが、
FIAGT3 上位のポジションは目指さないといけないと決勝に向け気持ちを引き締めま
した。

86号車 細川慎弥 コメント
走りだしてみるとバランスは悪くはないのですが、グリップ不足を感じていました。
予選になり路面コンディション変化からかグリップ不足もなくなりバランスはよかっ
たです。
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決勝レース
日付：2013年 8月 18日 ( 日 )
天候：晴れ
決勝結果：88号車 4 位、87号車 リタイア、86号車 リタイア
観客動員数 : 36,000 人

88号車が21位スタートから粘り強いレース運びで4位入賞

日曜日フリー走行は昨日の予選からチーム全体の状況も好転。タイム的にも決勝レー
スに期待を持たせる結果となりました。

昨日と同じく路面温度が 50度を超える中でのレーススタート。86号車はここ毎戦続
いているスタートの良さで 7位までポジションアップ、88号車、87号車も同じく前
戦同様にレース序盤の段階で大幅に順位を上げていきました。

その後 86号車はタイヤが 20周強しか持たずに緊急ピットイン、交換後 5周でバース
ト、そして次のタイヤもバーストしマシン炎上によりリタイアとなりました。その後、
87号車も順調に順位を上げている中、シフト系トラブルによりリタイア。チームとし
て厳しい状況下で、88号車は昨年と同じく粘り強いレースを展開し、表彰台を狙える
所までポジションアップしました。最終的には燃費走行が必要となり 4位となりまし
たが、貴重なポイントをチームにもたらしました。

88号車 エンジニア牧野成伸 コメント
スタート担当を織戸選手、予選で使用したタイヤで順調に周回を重ね、32周でピット
インし青木選手に交代、途中でセーフティーカーが出され、ピットオープンと同時に
64周目 32ラップで織戸選手に交代、ピットロスを最少にして順位を上げました。
織戸選手は燃費走行が良く 98周目 34ラップでピットインし青木選手に交代、一時的
には 3位に。途中、他 4台の車が争う状態で走行中タイヤに異常の無線が入り、ピッ
トの準備をして様子を見ていました。ピットイン可能な周回に入ったので 130周目
32ラップでピットイン最後のドライバー織戸選手に交代、燃費運転の為ラップタイム
も上げられず 5位でチェッカー、車検で 2位のBMWに違反が有り 4位となりました。

88号車 織戸学 コメント
スタートは、ほぼ最後尾から。ストレートの伸びが悪く、全車に完璧に飲み込まれて
しまう。序盤は燃費を意識、タイヤをセーブしガソリンが軽くなるのを待つが時既に
遅し、だいぶ離されてしまいました。諦めずにプッシュを開始、ピットに入るにつれ
てプッシュも効いてきてどんどん順位を上げて行きました。中盤以降は３位～４位争
いを続けるも、後半最後のスティントでは前のマシンを捕えられるところにいながら、
燃費が厳しく燃費走行に徹しなければならず悔しかったです。
しかし、僕らの今回の戦略からはどうしようも無かったのかもしれない。勝負に行き
実力で負けてしまった。そんな悔しさが残る鈴鹿 1000kmでした。悔しい！
応援してくださったスポンサー様、ファンの皆様、そしてチーム、みんなに感謝です。
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88号車 青木孝行 コメント
後方からのレース。予選での不調から一転、ライバルのトラブルもありましたが、何
台抜いたかわからないほどポジションはアップ。作戦もピット作業も良く、終盤には
３位までポジションを回復させることが出来ました。表彰台に上がる事が出来なかっ
たのが悔しいですが、今期はトラブルや不運が多かったので、今回のレースはシリー
ズの流れを取り戻す事ができる内容だったと思います。次回、富士も粘り強く、集中
したレースができるよう頑張ります。

87号車 エンジニア市川吉正 コメント
スタートドライバーは吉本選手、朝の走行では車のバランスは良いとの事。前日より
も路面温度が高くタイヤの負担が心配の中スタート。コンスタントに順位を上げポジ
ション 8位で３１ラップ目にピットイン。ドライバーを山内選手に交代し順調に走行。
ラップタイムが他の選手よりも良いこともあり、ポジションを３位まで上げることが
出来、予定周回の 61ラップで２度目のピットイン指示。だがこのタイミングでセーフ
ティーカーが入りレギュレーション上ピットインをするとペナルティを貰うが、燃料
が無くなる為仕方なくピットイン。吉本選手に交代しペナルティを含め２ラップ遅れ
でコースイン。ラップタイムは良く、頑張っていたがシフト系のトラブルで再度ピッ
トイン。
そのままレースを終える事となる。

87号車 吉本大樹 コメント
朝のウォームアップでマシンフィーリングは更に向上。最後尾スタートとなってしまっ
たものの、前年も最後尾から優勝した経緯もあり、幸い 1000kmと長いレースだった
ので本気でトップに登りつめる気持ちでスタートからプッシュしました。自分が務め
た最初のスティントでかなり多くの台数をパスすることが出来ました。途中接触から
スピンもありましたが、自分も山内選手も全体的にペースが非常に良く、セカンドス
ティントを終えた時点で 3位まで追い上げたのですが…間の悪いタイミングで導入さ
れたセーフティーカーのカオスで丸 2周の間ピット出口で閉じ込められてしまい、一
気に勝負権を失いました。その後は少しでも…とポイントを稼ぐ可能性を信じて走り
続けましたが、最後はメカニカルトラブルでリタイアとなってしまいました。マシン
もドライバーもメカニックの作業も出来上がっていて、その速さに偽りはなかったの
で非常に残念です。運に見離さていなければ 2位は硬いレースでした。
これでポイント数も一気に離されてしまった為、チャンピオンシップを考えるとかな
り厳しくなりましたが、この悔しさを今後の一戦一戦にぶつけたいと思います。全て
が揃えば必ず勝てるパフォーマンスがあることは誰もが分かっています。残りのレー
スは『優勝』の二文字だけを追いかけます。
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87号車 山内英輝 コメント
今回は 1000キロレースで長丁場のレースでした。スタート担当は吉本選手、８番手
までポジションを上げていたのですが、接触がありポジションを落としてしまいまし
た。自分と交代しポジションは 12番手。そこからポジションを上げていき 3番手ま
で上がったのですが、セーフティーカーが入り、レギュレーションによりピットオー
プンボードが出る前にピットに入るとペナルティを取られ、またボードが提示されな
い限りピットアウトすることもできません。ですが、給油しないとコース上で止まっ
てしまうために苦渋の選択でしたが、給油とドライバー交代を行いました。
その際、ピットアウトでもコースに戻ることが出来ず。その後、ピットオープンボー
ドが提示されてコースに復帰。この時は 16位で一周遅れ。数週後にはペナルティを受
けることになり、90秒ストップペナルティーで２周遅れとなりました。
この時点でポイント圏内も厳しい状況になり、何とかポイント獲得のために追い上げ
たのですが、先にマシンが根を上げてしまい、マシントラブルでリタイアとなってし
まいました。
マシンの速さは確実に戻っていますが、歯車が合っていないため、この数戦続けて予
選から本調子で走れていません。次回は必ず今シーズンで一番良いレースが出来たと
チーム 87号車全員が思えるようなレースをしたいです。今回もチーム JLOCの応援
ありがとうございました。引き続き応援よろしくお願いします。

86号車 エンジニア平井成治 コメント
決勝レースでは、そこまでに問題になっていなかったタイヤのデグラデーションの問
題が発生しました。スタートドライバーの山西選手も、タイミングを早めてのピット
イン。細川選手に交代すると共にタイヤも固めの物に変更。交代後５周目に左リアタ
イヤがバーストしスロー走行でピットイン。リアタイヤと給油を行いピットアウト。
結局再び左リアタイヤがバーストしてしまい、リタイアとなってしまいました。

86号車 山西康司 コメント
タイヤバーストによる炎上でリタイアとなりました。序盤、燃費とタイヤを労わりな
がら走ったにも関わらずタイヤが垂れてしまっていたから、何かがおかしかったのか
もしれないです。決勝のペースはまだまだ課題が多いので、次戦に向けてチームにデー
タを見直してもらいたいと思っています。

86号車 細川慎弥 コメント
いつものように山西選手がスタートを担当。ポジションを確実にあげて走行してくれ
ていたがタイヤに違和感を感じて早めにピットイン。ドライバー交代を行いピットア
ウトしましたがピットを出た瞬間にリアの違和感を感じました。
その後、すぐに左リアタイヤがバーストしてしまいピットイン。タイヤを替えてピッ
トアウトしましたがどんどんリアのグリップがなくなり二度目のバースト。その後、
マシンから出火した為リタイアになりました。決勝のペースも悪くない手応えがあっ
ただけに残念なリタイアになってしまいました。
原因を突き止め、富士に気持ちを切り替えていきたいと思います！

5 / 7



監督 コメント
期待していた鈴鹿！！ドライバー、メカニック全員がそろそろ勝負だと思って取り組
みました。タイヤ交換等ピットストップも、まずまず期待通り！！しかしレースの神
様は我々に “もっと成長しろ！！ ”と問題を与えられます。

必ず良いチームに成るべく、今後もあきらめず全力で戦いたいと思います。
スポンサーの皆様、ファンの皆様、今後とも熱いご支援！応援！宜しくお願い申し上
げます。
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